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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（令和４年度）

（２）被害の傾向

対象鳥獣 イノシシ・ハクビシン・ツキノワグマ・ニホンザル・ニホンジカ・タ

ヌキ・カラス・アライグマ

計画期間 令和６年度 ～ 令和８年度

対象地域 東吾妻町全域

鳥獣の種類 被害の現状

品 目 被害面積(a) 被害金額(千円)

イノシシ かぼちゃ 25 1,244

ハクビシン 未成熟トウモロコシ、モ

モ、りんご、トマト

53 2,625

ツキノワグマ 該当なし

ニホンザル ブルーベリー、未成熟ト

ウモロコシ

15 1,084

ニホンジカ 該当なし

タヌキ 該当なし

カラス りんご 6 456

アライグマ 該当なし

東吾妻町では、野生鳥獣による農作物被害が町内全域で発生し、農家にとって深刻

な状況となっている。これらの野生鳥獣は、町の面積の７７％以上を占める森林を主

な生息区域としており、被害もその周辺が多い傾向にある。しかし林縁部・畑地だけ

でなく、民家周辺でも出没の報告があり令和５年度には、人身被害も発生している。

鳥獣別に被害の傾向を示せば、以下のとおりである。

イノシシ 平成７年頃より出没が目立ち農作物への被害報告がある。こんにゃ

く、バレイショ、サツマイモ、水稲の被害が多い。出没する範囲も町

内全域に及び、人家近くでの目撃情報も増えている。農作物への直接

被害の報告は減少傾向ではあるが、休耕地や耕作する前の掘り起し被

害が多いため農業者の耕作意欲の低下も心配である。

また、令和元年度より豚熱の感染も広がっており、感染媒体として

畜産農家へ与える影響も大きい。

ハクビシン 平成２０年頃より出没が目立ち農作物の被害報告がある。モモやブ

ドウなどの果樹や、未成熟トウモロコシ等の被害の報告が多い。ま

た、人家などに侵入し対応を求められる事例が増えている。



（３）被害の軽減目標

２ 複数の指標を目標として設定することも可能。

（４）従来講じてきた被害防止対策

ツキノワグマ ４月から１２月頃にかけて多く目撃される。また、餌であるドングリ

などの不作により、クマの出没や被害が多くなっており、令和５年度に

は人身被害も発生している。

ニホンザル 年間を通じて出没している。特に野菜や果樹の収穫期に被害の情報

が寄せられる。農作物直売所の被害などもある。生息数も増加傾向で

ある。

ニホンジカ 山林内で新植した樹木や牧草などに食害があるが、田畑への農作被

害の報告はない。しかし人家近くでも目撃情報が出ており、生息数が

増加している。

それに伴い交通事故などの人身被害も起きており、今後の増加が懸

念される。

タヌキ 農業被害が続いていたが、近年は農作被害の報告はない。しかし、疥

癬病に感染した個体の相談が多く寄せられており、人家近くに多く出没

することから、ペットへの疥癬病の感染も懸念される。

カラス 畜産農家やその周辺農家への被害が多く寄せられる。畜産飼料や野

菜苗などの食害だけでなく、生ゴミを荒らされるなどの生活被害も見

られる。

アライグマ 令和５年頃より出没が目立ち農作物の被害報告がある。未成熟トウモ

ロコシ等の被害の報告が多い。

指標 現状値（令和４年度） 目標値（令和８年度）

イノシシ 1,244 千円 25a 910 千円 19a

ハクビシン 2,625 千円 53a 2,025 千円 41a

ツキノワグマ 加害群の定着を防ぐ

二ホンザル 1,084 千円 15a 857 千円 11a

ニホンジカ 加害群の定着を防ぐ

タヌキ 加害群の定着を防ぐ

カラス 456 千円 6a 344 千円 4a

アライグマ 加害群の定着を防ぐ

従来講じてきた被害防止対策 課題

捕獲等に関

する取組

東吾妻町猟友会に鳥獣被害対策実施隊

を委嘱し、有害捕獲を主として活動を

している。

捕獲した個体は、捕獲従事者が回収

し埋設等の処理を行う。

猟友会員ひいては鳥獣被害対策

実施隊が高齢化しており、後継者

の育成が急務である。

狩猟免許が有害捕獲活動の前提

であり、狩猟免許取得に対する補



イノシシ・ニホンジカ

狩猟期間以外は、くくりわなや檻を

活用し、有害捕獲を行っている。

捕獲した個体は、捕獲従事者が、回

収と処理を行っている。

ハクビシン・タヌキ・アライグマ

被害農家が電気柵を設置する等して

いる。イノシシ・ニホンジカと同様に

有害捕獲を実施している。

ツキノワグマ

人畜への被害や農作物への被害が想

定される場合や人家の近くで目撃され

た場合などに有害捕獲を行っている。

捕獲個体は学術研究のため、関係機

関に試料提供を行っている。

ニホンザル

出没が多く農作物被害が多い地区を

中心に、檻等による有害捕獲を実施し

ている。追払いのために轟音玉（有資

格者に限る）やロケット花火を支給し

ている。

２９年度より発信器の装着により、

群れの動向調査を進めている。

カラス

春頃に町内全域で、銃器による鳥類

の有害捕獲を行っている。

助金を創設した結果、実施隊員は

わずかに増加している。しかし、

新規隊員による実際の捕獲頭数は

ほぼゼロであり、隊員が増えても

捕獲の実績としてはほぼ横ばいと

なっている。新規隊員の安定した

活動と、捕獲技術の向上が課題と

なる。

近年は野生鳥獣が人家の近くま

で出没する傾向が強くなってい

る。以前よりニホンザルにはその

傾向があったが、イノシシやツキ

ノワグマも人家近くでの目撃が増

えてきており、人身被害も発生し

ている。人家の近くでは銃による

捕獲は困難であるため、檻の設置

を基本とし他の追い払い器具の購

入も検討したい。

被害防止には有害捕獲だけでな

く、周辺環境の整備や農地の自衛

を含めた総合的な対策が必要とな

る。今後は住民を巻き込んだ対策

をとっていく必要がある。

電気柵の設

置等に関す

る取組

平成７年から野生鳥獣による被害を

受けた農地に電気柵、ナマコトタン等

を購入し設置した場合に町単独の補助

を行ってきた。

令和４年度には、電気柵を２３件、

総延長５，９３０ｍ設置した。

また、共同で電気柵を設置する場合

には、県の補助を利用するなどし

て、利用者の負担軽減に努めてい

る。

サル被害対策として、追い払い花

火（轟音玉）使用について講習会を

行い、受講した者には轟音玉を支給

している。

電気柵等の設置は進んでいる

が、設置の方法やその後の管理の

不備により、十分に効果を発揮し

ていないものも見受けられる。設

置だけでなく、講習などを行い正

しい設置や管理を徹底

する必要がある。

サルの追い払いについては、出

没地や時間が不定期なので、電波

発信機によるテレメトリー調査だ

けでなく、出没をより正確に把握

出来る対策を検討したい。また追

い払いも地域住民と協力し、根気

強く行う必要がある。



（５）今後の取組方針

生息環境管

理その他の

取組

令和４年度から、鳥獣の習性や適正な

電気柵等の設置方法などをまとめた資

料を各地区に配布し、農作被害等の軽減

に努めている。

また、野生鳥獣と出会ってしまった時

の対処方法なども記載しており、人的被

害防止にも努めている。

現在緩衝帯の設置はほとんど行

っていないため、少しずつ緩衝帯の

設置を行っていく必要がある。

また、その他の取り組みとしてよ

り詳しい情報や色々な対策方法を

研修等で学習し、情報を地域全体に

共有していく必要がある。

野生鳥獣による農作物被害は町内全域に拡散していることから、電気柵等を設置し

農地への侵入を防ぐと共に、農作物の残渣等の適正な管理や、耕作農地の周辺の下草刈

りなど、野生動物が生息しにくい環境づくりを進めることで、捕獲のみでなく総合的な

被害対策を実施する。また有害捕獲については、ICT 技術を活用し、捕獲活動の効率化

を進める。

イノシシ 繁殖力が高く被害の拡大が早いため、農作物残渣の適正処理と農地

への電気柵等の設置を進め、直接の被害防止に努めると共に、有害捕

獲を行う。

有害捕獲については、ICT 技術を活用し、捕獲活動の効率化を進

める。

ハクビシン

タヌキ

アライグマ

農地へ電気柵等の設置を進め、直接の被害防止に努めると共に、有

害捕獲を行い、総合的な被害の軽減に努める。

ツキノワグマ 希少動物ではあるが、農作物への被害だけでなく人的被害も起きて

いるため、有害捕獲等について適切な対応を行う。特に人畜の被害が

見込まれる場合には、関係機関との協力の下、早急な対策を行う。

ニホンザル 電気柵の設置だけでは、被害防止の効果が不十分である。出没の状

況を把握し、速やかに追い払い活動を行う。また、頻繁に出没する地

域には定期的なパトロールを検討する。県のニホンザル適正管理計画

に基づき、適正な群れ管理を行うため、有害捕獲を実施する。

ニホンジカ 繁殖力が高く、急激に増加するため、被害が拡大していく恐れがあ

る。生息数も増加傾向のため、電気柵等の設置により被害を防ぐと共

に、有害捕獲の実施により生息頭数の増加を抑制していく。

カラス 農作物の被害だけでなく、畜産飼料や民家周辺で生ゴミをあさるな

ど、被害は多岐にわたる。有害捕獲による羽数の抑制と追い払いを行

うとともに、被害防除に有効な方法や、わなによる捕獲も検討する。



３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

（２）その他捕獲に関する取組

（３）対象鳥獣の捕獲計画

東吾妻町鳥獣被害防止計画に基づき鳥獣対策協議会を設置し、協議会において検討

された被害防止活動の推進のため、群馬県が定める第１３次鳥獣保護管理事業計画に

基づいた有害捕獲、電気柵の設置などの防御対策を行い、被害対策実施隊と農家とが

連携して野生鳥獣による被害防止に努める。

年度 対象鳥獣 取組内容

令和６年度

イノシシ

ハクビシン

ツキノワグマ

ニホンザル

ニホンジカ

タヌキ

カラス

有害鳥獣捕獲隊員及び実施隊員と連携し、効果的な捕

獲機材を導入し、捕獲にあたる。

被害農林業者に狩猟免許の取得を勧めて、鳥獣被害対

策実施隊と農家が連携した有害捕獲をすすめる。

捕獲活動の効率化のため ICT 機器を活用し、効率的

な捕獲活動を実施する。

令和７年度

イノシシ

ハクビシン

ツキノワグマ

ニホンザル

ニホンジカ

タヌキ

カラス

有害鳥獣捕獲隊員及び実施隊員と連携し、効果的な捕

獲機材を導入し、捕獲にあたる。

被害農林業者に狩猟免許の取得を勧めて、鳥獣被害対

策実施隊と農家が連携した有害捕獲をすすめる。

捕獲活動の効率化のため ICT 機器を活用し、効率

的な捕獲活動を実施する。

令和８年度

イノシシ

ハクビシン

ツキノワグマ

ニホンザル

ニホンジカ

タヌキ

カラス

アライグマ

有害鳥獣捕獲隊員及び実施隊員と連携し、効果的な捕

獲機材を導入し、捕獲にあたる。

被害農林業者に狩猟免許の取得を勧めて、鳥獣被害対

策実施隊と農家が連携した有害捕獲をすすめる。

捕獲活動の効率化のため ICT 機器を活用し、効率

的な捕獲活動を実施する。

捕獲計画数等の設定の考え方

近年の捕獲頭数の推移、生息状況や被害発生状況により、鳥獣毎に年度毎の捕獲計

画数を設定するものとする。

イノシシ 有害捕獲数は令和元年度は２６８頭、２年度１８６頭、３年度は９１

頭、４年度は１６６頭と推移し、近年は豚熱の影響で減少傾向であっ

たが、増加に転じている。

電気柵等の被害対策はなされているが、設置の不備や不十分な管理



で被害を防げていない農地も多い。町全体の被害報告は減っている

が、田畑の掘り起こしなどの被害は根強く、耕作意欲の低下、耕作放

棄地の拡大の要因になり得る。このことも被害ととらえて対策として

は捕獲数を３５０頭とする。

ハクビシン 近年捕獲頭数が減少傾向であったが増加に転じている。果樹などの

農作物被害だけでなく人家の屋根裏に住み着くなどの報告が増えてい

る。被害防止のため年間捕獲数を８０頭とする。

ツキノワグマ 毎年、農業被害と人家周辺への出没が見られる。また近年では、餌

であるドングリの不作などが原因で出没数が増加している。令和５年

度には人的被害も発生しており、人家付近での出没したなど危険性が

高い場合に関係機関と協議して捕獲することとし、捕獲計画の頭数は

設定しない。

ニホンザル 東吾妻町内では、大字原町、松谷地区でそれぞれ５０頭程の群れが

生息し、町全体で２群が生息しているとみられている。また、岩島地

区では、１０～５０頭の群が人家近くで頻繁に目撃されている。人身

被害の報告はまだないが、収穫作物、干柿等が持って行かれるなどの

被害が多数ある他、人への威嚇や人家への侵入の報告もある。人的な

被害も懸念されるため有害捕獲等の対策をとる。「群馬県ニホンザル

適正管理計画」に基づき、被害レベルを低下させる事を目的とし、捕

獲頭数は４０頭とする。

ニホンジカ 有害捕獲による捕獲頭数は、ここ数年で急増している。農作物、森

林への被害だけでなく、人家の近くにも出没し、交通事故の報告も寄

せられている。

これらの被害の対策として、生息頭数を減少させるため、捕獲頭数

は４００頭とする。

タヌキ 宅地周辺の農作物の被害報告はないが疥癬病に罹った個体が目撃さ

れることも多く、ペットへの感染が懸念される。

これらの対策として、年間捕獲頭数は１００頭を設定する。

カラス 町内全域に生息しているが、被害にはばらつきがある。農作物や畜

産飼料だけでなく、民家周辺での鳴き声や糞害、ゴミを荒らすなどの

生活被害もある。

これらの被害の防止のため、年間捕獲羽数は１５０羽を設定する。

アライグマ 有害捕獲は令和５年度３頭、６年度６頭、７年度５頭捕獲されており、

令和５年頃からは農作物被害も報告されている。

被害防止のため年間捕獲数を５０頭とする

Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

イノシシ 有害 １８４ ２６８ １８５ ９１ １６６

ハクビシン 有害 ２１ ４６ ４３ ３０ ３２



ツキノワグマ 有害 １３ ２５ １２ １８ １３

ニホンザル 有害 １２ ２９ １９ ７ ７

ニホンジカ 有害 １４４ １４６ １６９ １６５ ２００

タヌキ 有害 ３７ ３８ ３４ １９ ３１

カラス 有害 ６７ ６９ ２７ ２４ ２４

アライグマ 有害 なし なし なし なし なし

対象鳥獣 捕獲計画数等

令和６年度 令和７年度 令和８年度

イノシシ ３５０頭 ３５０頭 ３５０頭

ハクビシン ８０頭 ８０頭 ８０頭

ニホンザル ３０頭 ３０頭 ３０頭

ニホンジカ ２５０頭 ４００頭 ４００頭

タヌキ １００頭 １００頭 １００頭

カラス １５０頭 １５０頭 １５０頭

アライグマ 計画なし 計画なし ５０頭

捕獲等の取組内容

対象鳥獣の捕獲については、関係法令とともに群馬県が定める第１２次鳥獣保護管理

事業計画の方針に基づき実施する。

イノシシ 主に、はこわな及びくくりわなを使用し、４月上旬の農作物の植え

付け時期から収穫終了までの間を中心に、被害農地及びその周辺の山

林において捕獲を行う。

ハクビシン 捕獲檻により、被害が拡大する果樹等の収穫期に被害地域において

捕獲を行う。また人家周辺の出没の場合、敷地内での捕獲を行う。

ツキノワグマ 人身事故防止等捕獲がやむを得ない場合、安全かつ効果的な方法に

より積極的に捕獲を行う。

ニホンザル 年間を通じて追い払いを行い、被害の状況や群れの拡大状況に応じ

て捕獲檻を使って捕獲を行う。

ニホンジカ 生息数が増え、森林においても被害があるため、農地及びその周辺

の山林において捕獲を行う。

タヌキ 捕獲檻により、農地周辺において捕獲を行う。また、人家近くに出

没した場合は、敷地内で捕獲を行う。

カラス 被害が多く出る春先に、銃器による捕獲を行う。人家近くにおいて

は追い払いを行う。

アライグマ 捕獲檻により、農地周辺において捕獲を行う。また、人家近くに出没

した場合は、敷地内で捕獲を行う。



（４）許可権限委譲事項

４．防護柵の設置等に関する事項

（１）侵入防止柵の整備計画

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

銃砲刀剣類所持取締法第５条の２第４項第１号に規定するライフル銃（特定ライフル銃含む）

による捕獲について、該当なし。

対象地域 対象鳥獣

東吾妻町全域 県から捕獲許可権限の委譲を希望する対象鳥獣については、「地方自

治法第 252 条の 17 の２第１項及び群馬県知事の権限に属する事務の処

理の特例に関する条例第２条第１項に基づき」委譲済み。

対象鳥獣 整備内容

令和６年度 令和７年度 令和８年度

イノシシ

ツキノワグマ

ニホンジカ

ニホンザル

ハクビシン

タヌキ

アライグマ

電気柵

２０，０００ｍ

電気柵

２０，０００ｍ

電気柵

２０，０００ｍ

対象鳥獣 取組内容

令和６年度 令和７年度 令和８年度

イノシシ

ハクビシン

ツキノワグマニホ

ンザル

ニホンジカ

タヌキ

アライグマ

地域または、設置者個人により、次の取組を行う。

・花火や爆竹等を用いた追い払い活動。

・追い払い用花火等の使用についての安全講習実施。

・集落や農地周辺の藪の刈り払い。

・侵入防止柵などの管理。



５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項

６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがあ

る場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割

（２）緊急時の連絡体制

通報者(被害の情報)

吾妻警察署 東吾妻町農林課 東吾妻町長

群馬県

東吾妻町猟友会

年度 対象鳥獣 取組内容

令和６年度 イノシシ

ハクビシン

ツキノワグマ

ニホンザル

ニホンジカ

タヌキ

アライグマ

・鳥獣被害減少させるための色々な対策等を学習す

る。（研修等に参加)

・学習した知識を地域全体へ共有する。

・緩衝帯を設置する。

令和７年度

令和８年度

関係機関等の名称 役割

吾妻警察署 対象鳥獣による被害防止のため、捕獲に関する指導、助言を行

う。

群馬県 対象鳥獣関連の情報提供、被害防止対策の指導、助言を行う。

東吾妻町猟友会 対象鳥獣の情報提供と被害防止のための捕獲実施の体制を整備す

る。

東吾妻町農林課 人身の被害防止に努め関係機関と情報を交換し捕獲等の体制整備

を行う。



７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有

効な利用に関する事項

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法

（２）処理加工施設の取組

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組

９．被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）協議会に関する事項

捕獲個体の処理方法について、埋設処理を基本とするが、ハクビシン等の小型獣

や大型獣の解体残渣については衛生センターへの持ち込みによる処分も可能とす

る。

ツキノワグマについては学術研究の試料として必要部位を提供する他は、上記と

同様の処理を行うものとする。

食品 野生の獣肉は、まだ放射線量が高く流通出来ない。

今後も検査を継続的に行っていく。

ペットフード 現状実施なし。検査を継続的に行っていく。

皮革 現状実施なし。

その他

（油脂、骨製品、角

製品、動物園等で

のと体給餌、学術

研究等）

ツキノワグマについては学術研究の為の資料を提供

している。今後も提供予定。

現状実施予定なし

現状実施予定なし

協議会の名称 東吾妻町鳥獣対策協議会

構成機関の名称 役 割

町、議会、農業関係機関、猟友会、住民とが連携を図り被害防止対策を講じてい

く。なお、被害防止対策協議会についても、必要に応じて開催する。

東吾妻町農林課 事務局を担当し、協議会に関する連絡調整を行う。

東吾妻町農業委員会 対象地域の被害状況等の情報提供を行う。

あがつま農業協同組合 対象地域の被害状況等の情報提供を行う。

東吾妻町猟友会 対象地域の被害状況等の情報提供を行う。



（２）関係機関に関する事項

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

関係機関の名称 役 割

吾妻農業事務所

鳥獣被害対策支援センター

対象鳥獣関連の情報提供、被害防止対策の指導、助

言を行う。

吾妻警察署 生活安全課 対象鳥獣の捕獲に関する指導、助言を行う。

群馬県立自然史博物館 捕獲個体の分析や学術研究等。

名 称 東吾妻町鳥獣被害対策実施隊（平成 24 年 10 月 1 日設置）

隊長 １名 副隊長 １名 隊員 ８３名

※令和 6年 1月 31 日時点の定員

隊員は、町職員及び被害防止計画に基づく被害防止施策の実施に積極的に取り

組むことが見込まれる者のうちから町長が任命する。

有害鳥獣捕獲の担い手を確保するため、被害農家へ狩猟免許取得者講習会・狩

猟免許取得試験の受講、受験の案内をし、狩猟免許取得等を勧める。

鳥獣対策について、関係者が共通の認識を持つために、生息、被害等の情報の

共有化に努め、被害防止対策を充実させる。


